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栗 岡 住 子・亀 井 克 之(関西大学)・ 




平成 28 年度における我が国の中小企業経営者は 357.8 万人であり 1)、ストレスがあると回
答した中小企業経営者は 77.0 %2)と一般労働者の 58%3)よりも高い。経営者の自殺者数は 2018
年度では年間 1,483 人で、自殺の原因が健康問題と特定された者のうち 60％が精神的な病気
であった 4)。Cocker et al. (2013) 5)は、中小企業経営者の高いストレスは、アブセンティ
ーズム（健康問題全般による休業）とプレゼンティーズム（出勤しているが健康問題により
労働遂行能力が低下している状態）と強く関連することを報告しており、「自分自身のメンタ









ス対策に取り組んでいる事業所を規模別でみると、従業員 100 人以上の事業所では 95％を超
えているにも関わらず、50 人未満では 67.0%、30 人未満では 50.0%となっており、特に小規
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に加入している中小企業経営者 553,656 人 (2019 年 3 月時点 )のうち、AMAROK（フランス中
小企業経営者メンタルヘルス支援機構）日本支部の調査に協力を申し出た者 302 名を対象に、
2018 年 1～5 月の 5 か月間に、電話による聞き取り調査を実施した。聞き取り調査は、日本リ
サーチセンター株式会社に所属する訓練を受けた調査員が、1 人の経営者に対して 20-30 分の
所要時間で、調査項目を読み上げて回答を求めた。 
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国内で活用されている。 

















労働時間は、自己申告の 1 週間の平均労働時間の実数を用いた。 
 








職業性ストレス及び心理的ストレス反応の調査を 2015 年に実施したデータを用いた 16,17)。分
析には、統計解析ソフト SPSS version25.0 for Windows を用い、統計学的有意水準は 0.05 未
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3-1  対象者の特性  
調査に協力が得られた中小企業経営者 302 人（男性 281 人、女性 21 人）を分析対象とした。
対象者の特性は表 1 のとおりであった。 
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年齢 63.2 11.4 62.1 9.2 63.1 11.2
20 - 29歳 0 0.0 0 0 0 0
30 - 39 歳 3 1.1 1 4.8 4 1.3
40 - 49 歳 37 13.2 0 0 37 12.3
50 - 59 歳 56 19.9 6 28.6 62 20.5
60 歳以上 185 65.8 14 66.7 199 65.9
経営
　創業者 173 61.6 13 61.9 186 61.6
 　経営者としての経験年数 17.7 11.2 7.8 17.6 11.2 8.6
 　従業員数 15.7 24.2 10.5 15.1 15.3 23.9
業種
  　企業向けサービス 74 26.3 4 19.0 78 25.8
　  個人向けサービス 60 21.4 7 33.3 67 22.2
　  建設業 51 18.1 5 23.8 56 18.5
    製造業 31 11.0 1 4.8 32 10.6
　　流通・小売業 36 12.8 2 9.5 38 12.6
　　運輸 12 4.3 1 4.8 13 4.3
　　農産物加工 8 2.8 0 0 8 2.6
　　その他 9 3.2 1 4.8 10 3.3
労働時間/週 51.0 17.3 48.2 15.6 47.0 17.1
同居の有無
婚姻
　既婚 250 89.0 14 66.7 264 87.4
　単身 31 11.0 7 33.3 38 12.6
学歴
高等学校卒業 90 32.0 7 33.3 97 32.1
短大及び専門学校卒業 43 15.3 9 42.9 52 17.2
大学卒業以上 127 45.2 4 19 131 43.4
その他 21 7.5 1 4.8 22 7.3
 　Mean  　　SD    n %
男性 (n=281) 女性(n=21) 全体 (n=302)
Variables  　Mean  　　SD    n %  　Mean  　　SD    n %
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2 点目は、本研究は 1 回だけの横断研究であることから、調査時点の社会経済状況の影響
を受けていると考えられる。中小企業経営者の職業性ストレスの実態を把握するうえでは、
今後は縦断研究が必要だと考えられる。 
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Elucidation of Occupational Stress of SME Managers 
 
 
KURIOKA Sumiko, KAMEI Katsuyuki (Kansai University), 
OGYU Hiroki (Otsuma Women’s University) 
and TORRES Olivier (University of Montpellier) 
 
Small - to - Medium Enterprise (SME) managers may have high occupational stress due to 
overloading of work and heavy responsibility as management responsibility is concentrated on 
individuals, but the actual situation had not been clarified. Therefore, this study investigated the 
actual situation of occupational stress of SME managers in Japan for the purpose of examining 
mental health support for SME managers. The result shows that psychological stress responses 
of both male and female managers were high. However, with female managers, social support 
which reduces psychological stress responses, was low. It was suggested that support for female 
managers were especially needed in mental health care of SME managers. 
